
2021年4月1日「１０６万円の年収の壁」に対応！
キャリアアップ助成金

（社会保険適用時処遇改善コース）

佐賀労働局 職業対策課



「年収の壁」に関する適用関係（イメージ）

第３号被保険者（被扶養者）の収入等が増加したことにより、被扶養者でなくなる場合、本人が①厚生年金保険・

健康保険に加入するか、②国民年金・国民健康保険に加入することになり、社会保険料の負担が発生する。

本人
22,700円/月

本人負担なし

●保険料負担

●給付

基礎年金（終身）

基礎年金（終身）

本人
12,500円/月

●保険料負担（※３）

●給付

基礎年金（終身）

厚生年金（終身）

会社
12,500円/月

厚生年金保険・健康保険加入（※１）

・従業員 100人超の企業（※２）に勤務の場合
・年収106万円以上
・週労働時間20時間以上

●給付

●保険料負担（※４）

第３号被保険者（被扶養者）

第２号被保険者

第１号被保険者

さらに医療保険から
傷病手当金・出産
手当金を受給でき
るようになる。

保険料負担が発生
するが、給付に変化
はない。

※１ 令和6年10月には、従業員50人超の企業まで拡大。更なる適用拡大に向け、引き続き検討を行う。

※２ 「従業員数」は企業の「厚生年金保険の適用対象者数（被保険者数）」で判断。具体的には、フ

ルタイムの従業員数と、週所定労働時間及び月所定労働日数がフルタイムの4分の3以上の従業員数

を合計した数。

※３ 年収106万円（標準報酬月額8.8万円）の者に係る厚生年金保険料、健康保険料の合計。

※４ 年収130万円の者に係る国民年金保険料、国民健康保険料の合計。
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国民年金・国民健康保険加入
・上記以外の場合
・年収130万円以上
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給与収入（年収） ２号被保険者 ３号被保険者

年収106万円と手取り収入のイメージ

※手取り収入の計算にあたっては、給与から社会保険料（厚生年金保険料、健康保険料、介護保険料）のみを控除した前提とし、税金等については

考慮していない。また、令和５年度の厚生年金保険料率18.3％、健康保険料率（協会けんぽの全国平均）10.0％、介護保険料率1.82％の合計

（30.12％）の半分（労使折半）を、本人の保険料負担として計算している。

（参考）週20時間労働した場合の時給と年収

125

年収106万円の被扶養配偶者が被用者保険の適用を受けると、社会保険料負担により手取り収入が減るが、概ね年収

125万円になると手取り収入が戻り、その後は年収増に応じて手取り収入も増える。

時給
（円） 900 1,000 1,100 1,200 1,300 1,400

年収
（万円） 93.6 104 114.4 124.8 135.2 145.6

（万円）

（万円）

いわゆる106万円の壁
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106



①手当等支給
メニュー

②労働時間延長
メニュー

③併用メニュー
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社会保険適用時処遇改善コースを新設しました！
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要件 申請時期 1人当たり助成額

１年目
①賃金（標準報酬月額・標準賞与額）の15％
以上分を労働者に追加支給すること
（社会保険適用促進手当など）

左欄の取組
を６か月間
継続した後
２か月以内

６か月ごとに

10万円×２回
(大企業は７ .５万円×２回 )

２年目
②賃金の15％以上分を労働者に追加支給
する（社会保険適用促進手当など）とともに、
3年目以降、以下③の取組が行われること

６か月ごとに

10万円×２回
(大企業は７ .５万円×２回 )

３年目
③賃金（基本給）の18％以上を増額させて
いること（労働時間の延長との組み合わせも
可能）

６か月で

10万円
(大企業は7 .5万円 )

①手当等支給メニュー

事業主が労働者に社会保険を適用させる際に、「社会保険適用促進手当」の支給等
により労働者の収入を増加させる場合に助成します。

6

事業主が社会保険適用に伴い手取り収入を減らさないよう
手当を支給した場合は、本人負担分の保険料相当額を上限として
社会保険料の算定対象としません。

◆社会保険適用促進手当



7



②労働時間延長メニュー

所定労働時間の延長により社会保険を適用させる場合に事業主に対して助成を
行うものです。
以下の表の①～④のいずれかの取組を行った場合に、労働者１人当たり中小企

業で30万円（大企業の場合は22.5万円）を支給します。

週所定労働時間
の延長

賃金の増額 申請の時期 1人当たり助成額

① ４時間以上

＋

ー

左欄の取組を
６か月間継続し
た後２か月以内

６か月で

30万円
(大企業は22 .5万円 )

②
3時間以上
4時間未満

5%以上

③
2時間以上
3時間未満

10%以上

④
１時間以上
2時間未満

1５%以上
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③併用メニュー

１年目に「①手当等支給メニュー」の取組による助成を受けた後、２年目

に「②労働時間延長メニュー」の取組による助成を受けることができます。

要件 申請時期 1人当たり助成額

１年目
賃金（標準報酬月額・標準賞与額）の

15％以上分を労働者に追加支給すること
（社会保険適用促進手当など）

左欄の取組を
６か月間継続
した後２か月

以内

６か月ごとに

10万円×２回
(大企業は7 .5万円 )

２年目

上記の取組を行った上で、
以下のいずれかの取組を行うこと

６か月で

30万円
(大企業は22 .5万円 )

週所定労働時間の
延長

賃金の
増額

① ４時間以上 ー

②
3時間以上
4時間未満

5%以上

③
2時間以上
3時間未満

10%以上

④
１時間以上
2時間未満

1５%以上
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※R5.11.28までの要件になります

※R5.11.28までの要件になります



年収の壁への対応にキャリアアップ助成金をご活用ください。

厚生労働省ホームページに、パンフレットのほか、申請の方法や
事業主の皆様からよくある質問についてQ＆Aを掲載しています。

その他、申請様式などもダウンロードいただけます。

キャリアアップ助成金 検索
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問合せ先

佐賀労働局 職業対策課

☎ 0952－32-7173

厚生労働省HP

(キャリアアップ助成金）


